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市政だより 交通事故相談日

1 0月23日(火〉

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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秋晴れの10月7日岩舟住宅町内会(坂上孝会長45世

帯〉では町内の親ぼくと体力増進のため市営陸上競技

場でレクリエーシヨン大会を開催しました。

町内を 4班l乙分け、バレーボーノレ、 風船割り、ドッ

ジボーJレなど子供から大人まで和気あいあいのうちに

レクリエーシヨンを楽しみ、 1位の2班チームに優勝

旗が贈られました。

積極的な町内の運営に取り組んでいる同町内会では

広報活動として、毎月 1回『岩舟だより』を発行し、

町内美化運動としては毎月第1日曜日を清掃目、春秋

2互の大掃除日を決め、交通安全のため映写会を催し

たり、体力増進には球技大会へ婦人のバレーボーノレ、

男子のソフトボーJレ、子供たちの夏休み山登り、そし

て秋のレクリエーシヨン大会と多彩な行事を実施し、

町内の親ぼく融和と体力の増進に力を合わせて頑張っ

ております。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/合同印刷
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親ぼくと体力増進
岩舟住宅町内会
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オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

り

新
し
い
森
の
ス
ポ
ー
ツ

お むお

オ
ー
プ
ン
記
念

自
然
の
山
野
に
設
け
ら
れ
た
、

い
く
つ
か
の
ポ
ス
ト

(
地
点
)
を

地
図
と
コ
ン
パ
ス
(
磁
石
)
を
頼

り
に
、
示
さ
れ
た
番
号
順
に
探
し

当
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
ゴ
ー
ル

イ
ン
す
る
ス
ポ
ー
ツ
|
|

こ
れ
が
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

と
い
っ
て

ρ

森
の
ス
ポ
ー
ツ
w

と

し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
市
に
も
公
認
コ

l
ス
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腰 痛体操で自信

一
ム広

一

~
る
~

~
す
(

~
戦

八

…
誠
一

…
恥

…

~
時
一

~ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会

が
で
き
ま
し
た
。

市
立
凶
書
館
|
久
原
l
木

場

|

烏
帽
子
谷
|
水
計

l
忠
霊
塔

の
約
十
キ
ロ
に
わ
た
る
コ

ー
ス

で
す
。

市
は
こ
の
公
認

コ
l
ス
の
決
定

を
記
念
し
て
次
の
と
お
り
フ
ァ
ミ

リ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
新
し
い
ス
ポ

ー

ツ
ν

オ
リ

エ
ン
テ
|
リ
ン
グ

・
フ

百
二
十

五
歳
に
挑

戦
す
る
会

(代
表
内

田
政
雪
さ

ん
A
E
員
四

十
名
)
は

九
月
二
十

九
日
市
立

病

院

別

府
治
彦
外

科
医
長
の

指
導
で
腰

健

康

で

仕

事

に

は

げ
γ

み

楽

し

い

家

ァ
ミ
リ
l
大
会
ρ

に
参
加
し
ま
し

ょ・つ。

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
方
法

ィ
、
家
族
(
三

l
五
名
)

ロ
、
グ
ル
ー
プ

ハ
、
個
人

い
ず
れ
か
の
単
位
で

O
参
加
人
員

。
参
加
者
名

。
責
任
者
名

。
電
話
番
号

年年
齢齢

性性
別別

を
記
入
の
上
ハ
ガ
キ
で

申

込

期

日

十
月
三
十

一
日
ま
で

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会

日
時

十

一
月
十

一
日
(
日
)

午
前
九
時

集
合
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
西
三
城
町
)

日
程

受
付
午
前
九
時

l
十
時

指
導

午
前
十
時

i
十

一
時

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
ゲ

午
前
十

一
時

l
午
後
三
時

閉
会
式

午
後
三
時
の
予
定

節
税
に
青
色
申
告
を
・
・
.

い
ろ
い
ろ
な
特
典
や

安

な

る

税

金

痛
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

理
学
療

法
訓
練
室
で
「
長
生
き
す
る
よ
う

に
、
腰
が
ま
が
ら
な
い
よ
う
に
」

と
別
府
外
科
医
長
と
一

緒
に
イ
チ

ニ
イ
、
サ
ン
と
汗
だ
く
だ
く
の
体

操
を
し
て
久
し
ぶ
り
に
背
筋
を
の

ば
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
い
ろ
い

ろ
な
質
問
を
し
て
、
百
二
十
五
歳

に
挑
戦
す
る
自
信
を
深
め
、
楽
し

く
、
す
が
す
が
し
い
半
日
を
過
し

て
会
員
の
み
な
さ
ん
は
大
喜
び
で

し
た
。

所
得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税

額
を
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納

税
制
度
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま

す
。
自
分
で
所
得
や
税
額
を
正
し

く
計
算
し
申
告
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
も
と
と
な
る
毎
日
の
取
引
を

帳
簿
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
ど
う

し
て
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
、
毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に
つ
け

正
確
に
申
告
す
る
人
に
は
、
所
得

の
計
算
面
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有

利
に
取
扱
わ
れ
ま
す
。
又
こ
の
青

色
申
告
制
度
は
、
税
金
の
面
で
有

庭

を

き

ず

き

一

歩

市
社
会
福
祉
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

制

セ

ン

タ

ー
内
の

内
職
の
種
類

ク
リ
ス
マ
ス
人
形

一

舎

内

職

相

談

室

加

工

・

編
物
(手
編

・
機
械
編
)

一
口
u

一E
時

(

電
話
①

l
一

・
ピ

l
ズ
袋
物

・
刺
し
ゅ
う
・

一

両

日

三

五

一
)
で
、

和
裁

・
呉
服
札
よ
り

・
そ
の
他

一

金

~

長

崎

県

内

職

相

④

内
職
の
巡
回
相
談

一

と

仰

談
員
(
大
岡
輝
長
崎
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所

-

a

子
さ
ん
)
が
内
主
催
に
よ
る
巡
回
相
談
が
次
の
と

一
日
目

同

?

職
の
相
談
を
受
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望

一

曜

談

け
付
け
て
お
り
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

一

火

湘

ま
す
。

日

時

十

月
二
十
六
日
(
金
)

一

室

岡

市

内

職

に

仕

事

午

前

十

時

か

ら

一
一
川

Ar
を
出
し
た
い
方

場
所

大
村
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
一

て，
2ι

や

や
内
職
の
仕
事

l

講

習

室

一

…

ゆ

を

し

た

い

方

は

内

職

の

種

類

毛

糸

か

ぎ

針

編

↑

一

場

ど

な

た

で

も

気

(

婦

人

セ

ー

タ

ー
)
一

利
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
帳
簿
を

告
を
し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
、

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の

税
金
が
ど
の
く
ら
い
安
く
な
る
か

内
容
や
資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
一
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と

わ
か
り
、
経
営
の
合
理
化

に

も

役

昭

和

四

十

八

年

分
の
所
得
金
額

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
が
二
百
万
円
で
事
業
専
従
者
給
与

青
色
申
告
が
で
き
る
人
は
、
事
八
十
四
万
円
(
突
さ
ん
と
長
男
)

業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
文
は
山
年
末
の
売
掛
金
五
十
万
円
、
た
な

林

所

得

の

あ

る

人

で

す

。

卸

資

産

出

二

十

万

円

、
扶
養
親
族

青
色
申
告
に
は
た
く
さ
ん
の
特
は
子
供
二
人
の
平
均
的
な
居
舗
の

典
が
あ
り
ま
す
が
、
一

般
に

関

係

場

合

、
青
色
申
告
を
す
る
と
所
得

の
深
い
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
税
は
約
七
万
六
千
円
安
く
な
り
、

な

も

の

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

住

民

税

や

事

業

税

も

安

く

な

青
色
申
告
控
除
、
青
色
専
従
者
り
ま
す
か
ら
そ
れ
を
合
わ
せ
る
と

給
与
、
貸
倒
引
当
金
、
価

格

変

動

十

四

万
九
千
円
も
安
く
な
り
ま
す

準
備
金

詳

し

く

は

税

務
署
に
お
尋
ね
下

青
色
申
告
を
す
る
と
、
青
色
申

さ
い
。

ま
し

よ'つ。

/憲

章
)

市

民



ーー
老
人
を
う
や
ま
い
伸
ひ
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。
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幼
児
教

育
に
関
し

て、

学
識

経
験
豊
か

な
先
生
方

に、

幼
児

教
育
に
関

す
る
講
話

ゃ
、
み
な

さ
ん
の
お

子
さ
ん
に

つ
い
て
の

悩
み
、
心

配
な
こ
と

な
ど
個
人

的
な
相
談

に
応
じ
て

適

ωな
指

導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 大切な幼児の教育を

幼児教育の巡回相談

り

何
期十

月
二
十
六
日
金
曜
日

(
九
時
三
十
分
か
ら
受
付
)

日

(明

会

場

中
地
区
公
民
館

⑨
対

象

三
、
四
、
五
歳
ま
で
の
幼
児

を
持
つ
親

①
会
の
内
容

講
義
と
質
疑
十
時

l
十
二
時

講
師
と
の
個
別
面
接

十
三
時

l
十
五
時
三
十
分

① 
講

師

食
物県

立
短
期
大
学
教
授岡

和
子

医
学長

崎
大
学
医
学
部
講
師

富
永
弘
徳

※
同
伴
の
お
子
さ
ん
は
、
十
時

か
ら
十
二
時
ま
で
会
場
の
幼
児

室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
市

社
会
教
育
課
へ
。

市

重(1 
足言、

音十
J

民

一

あ

な

た

石
油
ス

ト
ー
ブ
は
自
動
消
火
装
置

J

一

〕

ト

の

石

油

ス

を

つ

け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用

ん

園

田

L

，

‘

、

吋

斗
1

晶

一

一

ト

l

ブ
は
す
る
こ
と
が
、
で
き
な
い
よ
う
に

い

や

川

M

一
里
佳

自
動
的
に
な
り
ま
し
た
。

一

…

づ

一

装

消
え
ま
す
現
在
使
っ
て
お
ら
れ
る
ス
ト
!

一

一

-

一

ヤ

い

か

:
;
:
?
ブ
で
自
動
消
火
で
き
な
い
も
の
は

M

-

e

 

一

ト

一

削

こ

の
た

昭

和

五
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
い

一

ス

一

知

び
火
災
予

に
自
動
消
火
で
き
る
も
の
と
換
え

一

吋
市
田
一
同
日

防
条
例
の
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
山

行

ぺ

七

一

ピ

仁

一

部
が
改
す
が
、
今
後
買
い
か
え
ら
れ
る
場

山

…
7
f
ζ

正
さ
れ
、
合
は
必
ず
自
動
消
火
装
置
付
の
も
一

…

移

動

式

の

の

を

求

め

て

下

さ

い

o

M

立
病
院
の
先
生
方
が
か
わ
る
が
わ

る
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、

病
気
の

症
状
、
原
因
、
療
養
法
や
機
能
回

復
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
や
さ
し
く

お
は
な
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

そ
し
て
最
終
教
室
は
尾
崎
院
長

先
生
の

「長
寿
の
ひ
け
つ
」
で
こ

の
教
室
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
ど
も
が
日
常
実
行

L
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
食
生
活
、
精
神
生
活
、

体
力
保
持
の
た
め
の
種
々
の
運
動

そ
の
他
に
つ
い
て
み
ん
な
が
理
解

日

時

十

月
二
十

一
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場
所市

内
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

親
和
銀
行
大
村
支
居
前

電
報
電
話
局
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幼
児
教
育

長
崎
大
学
教
授

Z
言
語
叩長

崎
大
学
教
授

小
松
昌
幸

西
島

おおむ市政だより(3) 

心
理県

中
央
児
童
相
談
所
判
定
係

長

隅

部

徹

家
庭
教
育

長
崎
中
学
校
長

山
口
正
三

ψ

ポ
※
※
米
ψ

ポψ
ポψ
ポ
※
※
v六
ψ
六
w常
ψ

前
米
V

ポV
ポV
ポV
ポψ
ポ

ふ
る
さ
と
通
話
(
無
料
)
や

各

種

電

話

機

の

展

示

宏

電

信

電

話

記

念

週

間

電
信
電
話
記
念
週
間
の
行
事
と

に

「

懐
か
し
い

ふ
る
さ
と
の
声
」

し
て
、
皆
様
方
の
子
供
さ
ん
、

兄

を

お

伝

え

す
る

『
ふ
る
さ
と
通
話

弟
姉
妹
等
、
身
内
の
方
で
故
郷
を
』
な
ら
び
に
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

離
れ
て
生
活
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
い
便
利
で
能
率
的
な
各
種
電
話
機

ー
家
庭
医
学
教
室
終
る
l

う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

再

開

希

望

が

多

数

参
加
者
の
感
想

教
育
委
員
会
と
市
立
病
院
が
主

催
し
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
十
回

に
わ
た
っ
て
開
講
し
ま
し
た
家
庭

医
学
教
室
は
、
九
月
十
二
日
尾
崎

修
一
市
立
病
院
長
の
講
演

M

長

寿
の
ひ
け
つ
が

を
も
っ
て
全
教
室

躍
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

で望た者康い
きカ のなここ
るあこ 一方家いの
だ ーいの々庭の教
けつょにづ都室
教 いう大く市は
室 でな 変 り」「
をお教好の大水
再り室部た村と
開 まの をめ市 み
すす再得、民ど
るの閉ま参のり
ょで希し加健と

参
加
し
て
ほ
ん
と

う
に
よ
か

っ
た

宮
小
路

高
橋
ナ
カ

中
地
区
公
民
館
で
は
、

町家
庭
医

学
教
室
が
五
月
か
ら
開
設
さ
れ
市

の
展
示
な
ら
び
に
使
用
方
法
の
実

演
を
、
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

の
で
ご
来
場
下
さ
い
。

な
お
、

電
話
な
ど
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

で
き
る
よ
う
に
や
さ
し
く
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
良

い
教
室
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
出
席
し
た
人
も
「
最
初
か
ら

く
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
か
「
も
っ

と
き
き
た
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い

る
人
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
教
室
は
来
年
と
い

わ
ず
今
す
ぐ
に
で
も
検
討
さ
れ
開

講
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

人
が
出
席
さ
れ
た
ら
と
願

っ
て
い

ま
す
。



(4) 

赤

羽

根

〆/

/1 

りむ

第

1
号
と

ど

おお

社
会
福
祉
ヘ
ご
協
力
を

市政だより

今
年
も
グ
赤
い

羽
根
ρ

共
同
募
金

が
始
ま
り
ま
し
た

十
月

一
日
午
前

八
時
五
十
五
分
大

村
空
港
に
全
日
空

ス
チ

ュ
ワ
l
J
ア
ス

柳
田
代
志
美
さ
ん

が
、
斉
藤
厚
生
大

臣
と
灘
尾
中
央
共

同
募
金
会
長
の
メ

ッ
セ

ー
ジ
を
、
出

迎
え
の
松
本
市
長

昭和48年10月15日
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に
渡
し、

第

一
号
の
大
き
な
よ
亦

い
羽
根
H

を
市
長
の
胸
に
つ
け
ま

し
た
。

今
年
の
市
の

H

赤
い
羽
根
H

目

標
額
は
百
五
十

一
万
九
千
円
で
す

H

赤
い
羽
根
。
を
シ
ン

ボ
ル
と

し
て
国
民
総
ぐ
る
み
の
た
す
け
あ

い
運
動
が
始
ま
っ
て
以
来
二
十
六

年
目
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
の
浄
財

は
大
き
く
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た

社
会
福
祉
施
設
、
ね
た
き
り
老

人
、
重
度
心
身
障
害
児
な
ど
へ

配

付
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
善
意
は、

社
会
福
祉
を
進
め
る
う
え
に
大
き

な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
不
幸

な
方
々
の
た
め
、
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
。
赤
い
羽
根
μ

に
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
は
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

み
ん
な
の
胸
に

H

赤
い
羽
根
グ

を
つ
け
ま
し
ょ
う
グ

~ 11 

l雪|
険

~ I 完

町
歳
を
む
か
え
た

• 

w

き

…

3
崎

郵
便
貯
金
は
、
園
の
財
政
投
融
お
り
ま
す
。

…
動

…

ド

一ロ
間
資
の
大
き
な
財
源
と
し
て
広
く
地

郵
便
貯
金
は、

同
月
二
十
三
日

…

…
浩

一

万

の

刊

の

い

二

域
の
開
発
に
融
資
さ
れ
て
お
り
ま

及
び
七
月

一
日
に
利
子
が
引
き
ト
一

，

‘

1

・

…

金

一

一
γ

す
が
、
本
市
に
も
教
育
施
設
、
道

げ

ら

れ

、
又
「
預
金
者
貸
付
制
度
」
川

，

、

:

一

-

…
貯

m

ヲ
u
r
u

路
、
住
宅
、
災
害
復
旧
な
ど
に
約

も

本

年

一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

山

、

，

i

-

…

便

一

J
河

川

八
億
五
千
万
円
が
融
資
さ
れ
、
住

;

す

。

一

日

一

郵

一

し
y
i

み
よ
い
郷
土
の
建
設
に
役
立

っ
て

大
村
郵

便

局

~-

一
「

l

ョー

親

り

切

で

ま

き

{を

守

市

る

簡

保

険

易大
正
五
年
十
月
一
日
に
誕
生
し

ま
し
た
「
郵
便
局
の
簡
易
保
険
」

は
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ

な
が
ら
五
十
七
年
を
辿
え
、
総
加

入
件
数
四
億
七
千
万
件
、
契
約
高

十
七
兆
円

(十
月
中
に
十
八
兆
円

突
破
見
込
)
と
な
り
ま
し
た
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
払
込
ま

れ
る
掛
金
は
信
託
財
産
と
し
て
積

立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

額
は

四

兆

円

の
巨
額
に
達
し、

民

な

り

「
簡
保
資
金
」

と
し
て
国
づ
く
り

街
づ
く
り
に、

皆
さ
ん
の
身
近
な

と
乙
ろ
(
学
校
、
公
営
住
宅
、
道

路
等
)
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
で
は
加

入
者
へ
の
直
接
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

全
国
に
加
入
者
ホ

l
ム
ト
コ
ヲ
所

保
養
セ
ン
タ
ー

五
十
三
ヵ
所
、
診

療
所
二
十
九
J
所
、
青
少
年
レ

ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
一

ヵ
所

な
ど
の
福
祉
施
設
を
も
う
け
て
お

り
、
昨
年
一
年
間
で
約
四
百
万
人

の
利
用
が
あ
り
、
非
常
に
好
評
を

博
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
さ

ら
に
拡
充
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
の
健
康
増
進
の
分

野
で
親
し
ま
れ
て
い
る

「
ラ
ジ
オ

体
操
」
も
簡
易
保
険
が
主
催
で
、

加
入
者
の
健
康
と
福
祉
増
進
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

月O すか 後保
一o がるさ険こ
日O 、 よらとの
に o 簡O うにしよ
ちO 易o 努 いてう
なo 保o 力つのに
んO 険o をそ使 簡
で、o がo つう 命易
、 発。づのに保

足O け普徹険
十O しO て 及 しは
月O たo いを 、 国
をO 卜o まは今営

「
簡
易
保
険
月
間
」

と
名
づ

け
、
全
国
の
郵
便
局
で
記
念
行
事

を
開
催
し
、
よ
り
い

っ
そ
う
の
ど

理
解
と
ど
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

ま

し

よ

甲つ
。

家
じ
ゅ
う
の

電

気

が

消
え
た
ら

ま
ず
隣
り
近
所
を
見
て
下

さ
い
。近

所
も
消
え
て
い
て
、
他

の
地
区
が
つ
い
て
い
る
と
き

は
、
電
柱
の
変
圧
器
か
引
込

線
の
故
障
で
す
。

お
宅
だ
け
が
消
え
て
い
る

と
き
は
、
引
込
線
以
下
の
故

障
か
、
契
約
以
上
に
電
気
を

使
っ

た
の
で
リ
ミ
ッ
タ
!
の

ス
イ
ッ

チ
が
切
れ
た
か
の
い

ず
れ
か
で
す
。
ま
ず
リ
ミ
ッ

タ
i
を
見
て
ス
イ
ッ
チ
が
切

れ
て
い
た
ら
使
用
中
の
器
具

を
少

L
減
ら
し
て
か
ら
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
下
さ
い
。
リ

ミ
ッ
タ
l
の
ス
イ

ッ
チ
が
切

れ
て
い
な
い
場
合
は
九
州
電

力
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

市

民

l憲

立
阜

)



劃

水
と
緑
と
花
に
つ

つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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注
射
と
検
診

園
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
よ
う

V

該
当
者
生
後
三
ヵ
月
以
卜
.経

過
し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
う
け

て
い
な
い
も
の
、

及
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の
。

V
料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
凶

十
八
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

りむお お市政だより(5) 

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ

て
き
て
下
さ
い
。

V
禁
忌
者

ω
発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾

患
者

ω
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管

系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄

養
障
害
者

ω
種
痘
お
よ
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
一

ヵ
月
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

外

内

内
11 

25 

り下 さつ
。記日いて

の 1ロ。き
と恒て
おは下

生ワク投与日程表

会場名 |投与日

市役所 I10 '30 

萱瀬出張所 I 10/30 

諏訪公民館 I 10/31 

三浦診療所 I 10/31 

鈴田出張所 I10/引
|一一一一寸

竹怪本町公民館 11! 1 

福重出張所 I 11 I 1 

中 地 区公民館 I11! 2 I 

松原出張所 I11!21 

時閣はいずれも午後2寺-3時

の
で
人
で
泊
ま
り
込
み
で
き
る

こ
ん
」

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、

性
別
、
労
働
期
間
を
書
い

て
十
月
二
十
五
日
ま
で
農
業
委
員

会
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ

試

験

圏
危
漬
物
取
扱
者
試
験

及
び
準
蒲
講
習
会

試
験
日

甲
乙
丙
種
十
二
月
二
日

願
書
受
付
期
間
十
一
月
九
日

l

十
六
日

受
験
準
備
講
習
会

甲

乙

種

十

一
月
七
日

t
八
日

午
前
九
時

l
午
後
四
時

市
民
会
館

丙
種
十
一
月
十
五
日

t
十
六
日

午
後
六
時

t
九
時

大
村
消
防
署

な
お
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
予

防
係

(電
話
②
l
四
一
三
八
)
へ

募

集

園
み
か
ん
採
取
者
募
集

長
与
町
と
多
良
見
町
で
は
み
か

ん
の
採
取
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

十
一
月
十
五
円

1
十
二
月

二
十
五
日
頃

三

食

付

男

千

八

百

円

女
千
五
百
円

作
業
時
間
午
前
七
時
三
十
分
l

午
後
五
時
頃

十
八
歳
以
上
六
十
歳
位
ま

期
間

賃
金

年
齢

会
社
会
福
祉
事
業

開
且
へ

ム
中
岳
郷
の
長
田

美
成
さ
ん
は
亡

母
ア
サ
さ
ん
の

忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
原
口
郷
の
田
中

ス
ガ
さ
ん
は
亡

夫
源
作
さ
ん
の

忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
原
口
郷
の
前
田

明
さ
ん
は
亡
二

男
松
夫
さ
ん
の

忌
明
に
当
り
金

一
封
を

圃
園

児

募

一
E
Z
一

o
o
p
b
巳
u

-

1
i
pO

に
J

一

円
y

n
U
R
U

一

1
1
Q
U
ヴ
i

一
主
同
一
ヴ

{

A会

1
i

一

1
d
p
h
d
q
d

一
つ
中
ヴ
i
A
2

一

1
i
q
d
?
-

↑

巴

一

口

る

つ

J
nh
u

一
円
J
n
U
ハU

一

、
j
n
u
-
3

一

7
i
守
d
a
-

-

一

q
u
ワ
中
日
u

-
q
u
ワ
』
ヴ
i

一

つ

d

q
.
u
o
o

一
円
ノ
】

つ
ι
o
o

J

一
電

一
φ

φ

@

一
(
v
b
m
V
一
(
砂
@
@
一
(
砂
市
町
@

一

地

一

町

場

郷

一

町

城

郷

一

り

田

郷

一
町

松

松

番
一
在

一
本

馬

古

一

本

三

下

一

通

同

一
本

当
一
町

一

東

乾

」

円
一
同
西
国

一
駅

辻

皆

一片

並

竹

EE--
一

ア

コ

一

院

科

院

一

科

院

科

一

院

院

科

一

科

院

院

時

一
ト
一
医
外
医

一
外
医
内

一
一
ほ
医
占
一
眼
医
豆

;
7
-

F

一

j

-

l

日

一J
j

一

井

崎

崎

一

尾

尾

田

一

町

長

小

川

一

木

口

ー

の

一
E
一

藤

田

長

一
松

琴

上

一

海

朝

田

一

楠

野

原

月

一

目

一

科

科

科

一

科

科

科

一
科
目
叶
科
一
科
科
同

日

一
新

一

一

鼻

閥

児

一

.

診

一

内

外

内

一

耳

内

小

一

眼

内

月

日
一

4

時

向
陽
幼
稚
園
で
は
、
次
の
通
り

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

一
年
保
育
三
十
八
名

二
年
保
育
七
十
五
名

受
付
十
一
月
五
日
か
ら

ム
諏
訪
郷
の
井
上
時
男
さ
ん
は
亡

妻
保
代
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
東
三
城
町
の
浜
田
久
さ
ん
は
亡

母
綾
子
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
西
彼
杵
郡
長
与
町
丸
田
郷
一

O

(
旧
大
村
市
京
町
四
七
)
園
田

圭
介
さ
ん
は
亡
兄
博
さ
ん
の
忌

明
に
当
り
金
一
封
を

ム
杭
出
津
郷
の
佐
藤
淑
子
さ
ん
は

亡
夫
信
雄
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一
封
を

大
子
供
の
家
ヘ

ム
荒
瀬
郷
の
大
場
進
吾
さ
ん
は
拾

得
金
を

市

民

立

早

)

室
思

身
体
検
査
十
一
月
二
十
一

日

詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い

向
陽
幼
稚
園

電
話
①
|
四
八
二

O

国
大
村
市
観
光
協
会
の

女
子
職
員
募
集

集

募
集
人
員
二
名
(
女
子
)

年

齢

二

十

五

歳
ま
で

学

歴

中

学
卒
以
上

詳
し
く
は
観
光
協
会
(
電
話
②

三
六

O
五
)
へ
お
尋
ね
下
さ

カ
大
村
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
も

ム
善
隣
会
大
村
支
教
会
(
代
表
永
サ

尾
房
枝
さ
ん
)
は
敬
老
の
日
を
…

迎
え
、
お
年
寄
り
の
た
め
に
と

A

金

一

封

を

…

交
交
通
遺
児
へ

M

ム
市
事
業
部
管
理
課
の
富
永
正
男

さ
ん
、
開
福
男
さ
ん
は
人
命
救

助
で
長
崎
県
警
察
本
部
長
か
ら

受
け
ら
れ
た
賞
金
を

品
川
他
に
佐
世
保
市
広
田
町
三

O
五

ー
一
(
旧
市
内
上
小
路
)
浜
部

あ
や
こ
さ
ん
は
衣
類
二
十
数
点

を
大
ま
た
交
通
遺
児
の
た
め
に
匿
名

で
金
一
封
の
ど
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。



(6) 

講

習

会

り

国
「
郷
土
史
講
座
』

む

内
容

大
村
の
キ
リ
ス
ト
教
史
、

古
墳
、
土
石
器
、
史
跡
め
ぐ
り

な
と

日
時

十

一
月
六
日

t
二
月
五
日

毎
週
火
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

場
所

中
央
公
民
館

対
象

成
人

一
般

定
員

三
十
名

受
講
料

無
料

た
だ
し
教
材
実
費

申
込
方
法

十
月
二
十
七
日
ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
中
央
公
民

館
(
久
原
郷

一
の
一
電
話
②
|

四
三
二
一

)
へ
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催
し
も
の

園
長
崎
県
児
童
読
書

感
想
発
表
大
会

主
催長

崎
県
公
共
図
書
館
協
議
会

大
村
市
立
図
書
館

日
時十

一
月
四
日

(
日
)

午
前
十

一
時

t
午
後
三
時

市
民
会
館
三
階
会
議
室

会
場

内
容読

書
感
想
の
発
表

一
l
六
年

自
作
の
も
の
で
、
六
分
以
内
で

発
表
さ
れ
ま
す。

国
引
空
廠
殉
職
者

慰

霊

祭

旧
幻
空
廠
で
空
襲
な
ど
の
た
め

殉
職
さ
れ
た
職
員
、
学
徒
の
慰
霊

祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時

十
月
二
十

一
日
(
日
)

午
前
十
一
時

ー

殉
職
者
慰
霊
塔
前
広
場

(
松
山
郷
協
和
町
)

場
所

ス

ポ

ー
、y

圃
体
力
"つ
く
り

秋
の
市
民

ハ
イ
キ
ン
ゲ

十
月
二
十
八
日
(
日
)

雨
天
の
場
合
は
中
止

コ
ー
ス

大
村
(
パ
ス
)
↓
千
綿

竜
頭
泉
↓
シ
シ
見
岳
(大
野
原
)

↓
野
岳
湖
(
パ
ス
)
↓
大
村

費
用

往
路
は
無
料
(貸
切
パ
ス
)

復
路
野
岳
湖
↓
大
村
間
百

日
時二

十
円

集
合
場
所

午
前
八
時
三
十
分
ま

ーー
公

害

や

交

通

事

故

体 ，持
育参必 行 前で
課加要 品 '-./1乙

へ希品 l乙 三，
申望 弁 集城
込者 当合遊
ん は ・ 園
で市水 地
下教筒 '"• 
さ育 ・ 県
い委そ 営
。員のパ
会他ス"

田
市
長
杯
争
奪
卓
球

大

会

十
月
二
十
一
日

(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

一
般
団
体
戦

(
三

凶一
・)
中
学
、
高
校
、
小
学
各
個

人
戦

@

一
般
の
団
体
の
メ
ン
バ
ー
編
成

は
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

会
費

一

般
団
体
六
百
円

高
校
、
中
学
百
五
十
円

小
学
生
は
無
料

表
彰

三
位
ま
で
賞
状
賞
品

小
学
生
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す

申
込
先

東
三
城
町
十
二
番
地

親
和
金
融
合
資
会
社

俵
淳
一

郎
気
付
大
村
卓
球
協
会

電
②

|
四
二
七
二
又
は
本
町
大
村

ス
ポ
ー
ツ
社
電
②

四
一
七
八

日
時

そ

の

他

園
観
光
年
賀
ハ
ガ
キ

発

官冗

を
起
こ

さ

ぬ

よ

う 価
格

一
枚
六
円

図
柄

春
の
大
村
公
園
と
経
ガ
岳

の
二
種
類

発
売
日

十
月
二
十
二
日

発
売
所

大

村

市
観
光
協
会

電
話
②
l
三
六

O
五
番

圏
十
一
月
の

実
弾
射
撃
予
定

池
出
射
撃
場

O
一
日
か
ら
三
日
ま
で

O
五
日
か
ら
八
日
ま
で

O
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で

O
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

O
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で

国
「
織
機
登
録
特
例
法
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

「
織
機
登
録
特
例
法
」
が
昭
和

四
十
八
年
十

一
月
一

日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

無
登
録
織
機
は
昭
和
四
十
八
年

十
月
二
十
五
日
ま
で
に
登
録
を
し

な
け
れ
ば
、
今
後
は
無
籍
織
機
と

し
て
使
用
出
来
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
届
出
の
完
全
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
長
崎
県
経
済
労
働
部

中
小
企
業
課
又
は
福
岡
通
商
産
業

局
商
工
部
産
業
振
興
課
へ

大
村
の
社
寺

郡
七
山
十
坊
と

延
命
寺
跡

仏
教
が
全
躍
を
極
め
た
奈
良
時

代
、
都
に
は
、
堂
塔
伽
藍
(寺
院
)

が
た
ち
な
ら
び
、
諸
国
に
も
、
国

分
寺
、
国
分
ぱ
寺
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

建
て
ら
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
郡
地
区
に
奈
良
七

山
に
な
ぞ
ら
え
て
郡
七
山
が
建
立

さ
れ
、
こ
れ
を
郡
七
山
十
坊
と
称

し
た
と
の
伝
え
が
あ
る
。
今
に
寺

に
つ

と
め
ま
し

よ'つ。

l4) 

号
が
地
名
と
し
て
残

っ
て
い
る
。

郷
村
記
に
よ
れ
ば
、
松
原
の
今

え
人
み
よ
う

じ

み

よ

う

こ
う
じ

山
に
延
命
寺
、
梶
尾
に
妙
光
寺
、

み
ろ
く
じ

り
ゅ
う
ふ
く
じ

福
重
に
弥
鞘
寺
、
立
福
寺
、
白
水

寺
、
冷
泉
寺
、
草
場
に
東

光

寺

(
の
ち
松
原
に
編
入
)竹
松
に
極
楽

じ

ほ

ん

ら
い
じ
じ
よ
う
ぐ
う
じ

寺
、
本
来
寺
、
浄
宮
山
守
の
十
ヵ
寺

を
あ
げ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
延
命
寺
に
つ
い
て

え
ん
さ

は
縁
起
(
神
社
や
寺
の
で
き
た
由

来
を
し
る
し
た
も
の
)
が
あ
り
、

天
武
帝
の
白
鳳
七
年
(
六
七
九
年
)

し
ゃ
く
じ
よ
う
え

釈
定
恵
が
諸
国
巡
回
の
途
中
、
こ

の
今
山
に
霊
場
を
発
見
し
、
さ
ら

に
五
十
年
後
の
天
平
十

一
年
、
行

基
菩
薩
が
紫
雲
た
な
び
く
山
中
に

せ
ん
だ
ん

栴
檀
の
霊
木
を
見
つ
け
、
等
身
大

の
薬
師
如
来
像
を
刻
ん
で
、
祭

っ

た
の
が
紫
雲
山
延
命
寺
で
あ
る
と

し
る
さ
れ
て
あ
る
。

郷
村
記
に
は
、
創
立
の
年
代
は

わ
か
ら
な
い
が
、

禅
宗
の
寺
が
あ

っ
て
、
天
正
二
年
(一

五
七
四
年
)

や

そ
耶
蘇
教
徒
に
焼
か
れ
、
正
保
四
年

(
一
六
四
七
年
)
そ
の
跡
に
、
十

二
社
権
現
を
建
立
し
た
と
の
み
あ

る。

昔
は
古
い
石
塔
が
沢
山
あ
っ

た
ら
し
い
が
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど

見
当
ら
な
い
。
た
だ
一
つ
、
妙
宣

寺
に
、
天
平
三
十
年
の
銘
が
入
っ

た
延
命
寺
の
標
石
が
残

っ
て
い
る

市

民

立

早

)

I憲
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